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◇ 

　
五
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
五
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
行

政
や
大
學
か
ら
の
要
請
に
對
應
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

状
況
か
ら
、
個
人
の
判
斷
に
よ
る
選
擇
、
取
り
組
み
に

任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◇ 

　
本
會
が
年
二
回
開
催
す
る
大
會
も
對
面
で
の
實
施
が

基
本
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
大
會
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催
を
續
け
て
お
り
、
秋
季
大
會
で

は
所
用
で
中
國
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
發

表
者
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
發
表
し
た
。
こ
の
先
、
大
會

開
催
の
あ
り
方
を
ど
う
す
る
か
は
未
定
だ
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
利
便
性
は
し
っ
か
り
根
付

い
て
い
る
。

◇ 

　
何
と
い
っ
て
も
嬉
し
い
の
は
、
大
會
開
催
後
の
懇
親

會
が
復
活
し
た
こ
と
だ
。
一
時
期
、Z

oom

飮
み
會
な
る

も
の
が
世
間
で
流
行
り
、
自
分
で
も
何
度
か
體
驗
し
た

が
、
對
面
の
方
が
絶
對
に
盛
り
あ
が
る
。
こ
れ
だ
け
は

コ
ロ
ナ
禍
の
状
態
に
戻
り
た
く
な
い
と
思
う
。

◇ 

　
秋
季
大
會
で
は
、
今
年
度
退
職
さ
れ
る
千
野
拓
政
教

授
、
内
藤
正
子
教
授
、
松
原
朗
客
員
教
授
か
ら
ご
挨
拶

を
頂
戴
し
た
。
大
會
の
開
催
、
雜
誌
の
編
集
な
ど
、
長

年
に
わ
た
り
、
本
會
の
運
營
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

◇ 

　
世
界
大
戰
の
火
種
に
な
り
か
ね
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
は
、
依
然
と
し
て
停
戰
の
目
途
が
た
っ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
に
よ
る
奇
襲
攻
撃
か
ら

始
ま
っ
た
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
と
の
戰
闘
は
激
し

さ
を
増
す
ば
か
り
で
、
今
も
多
く
の
一
般
市
民
の
犧
牲

者
を
生
ん
で
い
る
。
一
日
も
早
く
戰
闘
が
終
結
し
、
人
々

が
平
和
な
暮
ら
し
を
取
り
戻
す
こ
と
を
祈
る
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